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Ｊ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
プ
ロ
関
東

（本
社

・
前
橋
市
、
鴛
尾
治
彦

社
長
）
を
通
じ
て
災
害
対
応
バ
ル
ク
を
導
入
し
た
前
橋

市
の
関
根
町
公
民
館
で
１４
日
、
自
治
会
主
催
の
防
災
訓

練
が
行
わ
れ
た
。
あ
い
に
く
の
雨
模
様
だ

っ
た
が
、
早

朝
か
ら
集
ま
っ
た
２
０
０
人
あ
ま
り
の
町
民
ら
は
、
炊

き
出
し
や
地
元
消
防
署
の
協
力
を
得
て
消
火
器
の
取
り

扱
い
な
ど
を
体
験
し
た
。
国
の

「
災
害
対
応
バ
ル
ク
補

助
」
を
活
用
し
た
今
回
の
事
例
は
、
全
国
唯

一
の
公
民

館
設
置
。
設
備
を
中
心
に
住
民
、
企
業
、
行
政
の
新
た

な
協
力
関
係
が
築
か
れ
つ
つ
あ
り
、
新
年
度
以
降
の
モ

デ
ル
ケ
ー
ス
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。

08年度 は 関 根 町 公 民 館 の ほか

2カ所 の デ イ ケ ア サ ー ビ ス 施

設 に も設 置 した

記
則

自
治
会
員
ら
２００
人
と

．　
災
対
バ
ル
ク
は
、
炊
き
出

一れ冊韓浴蝸蛛ない洒醐れ
や
す
い
よ
う
貯
槽
側
面
に
ガ

ス
コ
ッ
ク
を
備
え
て
い
る
。

補
助
制
度
を

利
用
し
た
今

回
は
、
制
度

の
規
定
に
沿

っ
て
、
鋳
物

こ
ん
ろ
と
５

升
炊
き
炊
飯

器
も
導
入
し

た
。

住
民
ら
の
手

で
バ
ル
ク
を

使

っ
た
炊
き

出
し
を
準
備

昨
年
１２
月
２６
日
に
、
３
０

０
第
横
型

（
エ
ス
ケ
イ
シ
リ

ン
ダ
ー
）
■
基
の
設
置
を
完

了
。
今
回
の
訓
練
に
備
え
、

取
り
扱
い
の
練
習
を
重
ね
て

き
た
。

そ
の
甲
斐
あ

っ
て
当
日

は
、
Ｊ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
関
東
社
員
の

助
言
を
受
け
な
が
ら
も
ホ
ー

ス
の
取
り
付
け
か
ら
着
火

・

炊
き
上
げ
ま
で
を
自
治
会
員

ら
の
手
で
行

っ
た
。

町
内
１
３
０
０
世
帯
の
交

や
洪
水
の
危
険
を
住
民
に
知

ら
せ
て
い
た
小
型
の
釣
鐘

で
、
高
橋
功

・
同
町
自
治
会

長
は

「苦
は
鐘
の
合
図
で

一

致
団
結
し
た
」
と
当
時
を
振

り
返
る
。

隣
近
所
の
関
係
が
希
薄
に

な
る
な
か
、
バ
ル
ク
設
備
を

中
心
と
し
た
防
災
訓
練
が
み

流
拠
点
と
し

て
２
０
０
４

年
２
月
に
竣

工
し
た
同
公

民
館
に
は
、

江
戸
時
代
か

ら
終
戦
ま
で

地
域
で
使

っ

て
い
た
と
い

う

「半
鐘
」

が
保
存
し
て

あ
る
。
火
災

ん
な
に
集
ま
っ
て
も
ら
え
る

機
会
に
な
っ
た
と
い
う
。
「半

鐘
を
使

っ
て
い
た
こ
ろ
の
精

神
を
取
り
戻
し
て
い
き
た

い
」
と
、
設
備
の
活
用
に
意

欲
を
見
せ
て
い
た
。

鴛
尾
社
長
は
訓
練
開
会
式

で

「地
元
企
業
と
し
て

（地

域
と
）

一
体
と
な
っ
て
取
り

組
み
た
い
」
と
あ
い
さ
っ
し

た
。
同
社
は
０８
年
度
の
補
助

制
度
を
利
用
し
、
公
民
館
の

ほ
か
２
カ
所
の
デ
イ
ケ
ア
サ

ー
ビ
ス
施
設
に
設
置
し
て
お

り
、

「
次
年
度
も
公
共
性
の

あ
る
と
こ
ろ
へ
の
設
置
を
推

進
し
た
い
」

（鴛
尾
社
長
）

考
え
だ
。

０８
年
度
ま
で
の
同
制
度
は

地
方
公
共
団
体
指
定
の
避
難

所
が
適
用
外
で
あ
り
、
公
民

館
の
多
く
が
そ
れ
に
該
当
し

た
た
め
設
置
事
例
は
全
国
で

関
根
町
の
み
。
指
定
避
難
場

所
が
設
置
対
象
に
合
ま
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
０９
年
度
は
、

災
対
バ
ル
ク
を
中
心
と
し
た

地
域
活
性
化
事
例
が
各
地
に

広
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

る
。


